
再
三
見
廻
る
手
落
な
し
。

入
場
者
六
百
人
以
上
、
賣
約
ず
み
參
點

。

大
略
右

の
如
く

に
御
座
候
。

一
般
觀
者
は
非
常

の
滿
足
に
て
大
好
評
に
御
座
候
。

　
　
　
出
品
者
氏
名
左

の
如
し

横
濵
支
部
中
島
富
之
助
二
點
、
平
野
環
五
點
、
高
畠
和
雄
七
點
、
三
堀

一

郎
三
點
、
小
林
彌
太
郎

二
點
、
關
水
和
助

二
點
、
北
村
不
二
松

一
點
、
保

田
誠
治
六
點
、
輕
部
雅
太
郎
五
點
、
田
中
太
郎
吉
十
點
、
吉
田
仙
太
郎

三

點、
鷹
野
さ

い
子
四
點
、
佐
羽
麟
太
郎

三
點
、
大
下
講
師
二
十

一
點
、
東

京
研
究
所
竹
内
久
子

一
點
、
奥
村
博
四
點

、
松
山
忠
三
三
點
、
八
木
定
祐

三
點
、
赤
城
泰
舒

四
點
、
相

田
寅
彦
四
點
、
篠
原
新
三
二
點
、
尾
崎
定
次

郎

二
點
、
瀧
澤
靜
雄
三
點
、
船
樹
忠
三
郎

三
點
、
榎
本
滋
四
點
、
望
月
省

三
三
點
、
奥
村
熊
四
郎

一
點
、
水
野
以
文
二
點
、
吉
田
豊
三
點
、
寺
内
季

一
五
點

、
其
他
參
考
品
と
し
て
丸
山
、
大
下
、
中
川
、
中
澤
、
河
合
、
茨

木
、
三
宅
諸
氏
の
分
廿

一
點
合
計
百
四
十
二
點
、

以
上
(支
部
展
覽
會
幹
事
報
告
)

　
　
　
　
琵
琶
湖
畔
に
於
け
る
講
習
會
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫

舟

生

私
は
昨
年

の
春
當
地
の
學
校

に
轉
任
し
て
か
ら
、
是
非
こ
ゝ
で
一
度
水
彩

畫
の
夏
期
講
習
會
を
遣

つ
て
見
た
い
と
思

つ
て
小
林
君
と
二
人
相
談
し
て

講
習
會
開
催

の
計
畫
を
立
て
た
、
そ
し
て
從
來

の
講
習
會
と
組
織
を
更

へ

て
、
春
鳥
會

の
主
催
で
な
く
、
吾

々
二
人
が
主
催
と
な

つ
て
、
凡
て
の
責

任
を
負
ふ

て
遣

る

こ
と

に
し
た
、
試

み
に
思

へ
、
讀

者
諸

君
！

今
頃
各
地

に
行

は
れ
る
夏
期

講
習

の
、
學

士
や
博

士
な
ど

の
講
師
達
は
、

一
週

二
三

百
圓
宛

も
報

酬
を
請

求

し
て
は
、
各

地
を
巡
業
し

て
歩
く
、
仲

に
は
そ

の

金
で

別
荘

を
建

て
た

と
か
、
建

て
る

と
か
云
ふ
世

の
中

ぢ
や
な

い
か
、

そ

れ

と

こ
れ
と
を
比
較
す

る
と
、
如

何

に
何
で

も
、
先
生

の
方

に
受
付
係

か

ら
會

計
係

、
會
塲

の
交
渉

ま
で
も
御

願

ひ
し
て
、

そ

の
上
で
御
指
導

を
仰

ぐ

と
云

ふ
の
は
、
あ

ま
り

に
虫

の
宜

い
事
で
あ

る
ま

い
か
。
で

こ
ち
ら

の

計
畫

も
略

定

つ
た
の
で
、
大

下
先

生

に
御
願

い
し
て
見

た
、
處

が
先

生

の

御

返
事

に
、

八
月

の
十
日
頃
ま
で

は
奥
州

に
旅
行

す
る
、

そ
れ
か
ら
十

二

日
か
ら
一

週
間

は
福

井
で

講
習

を
遺

る
こ
と

に
な

つ
た
か
ら
、
そ
れ
以
後

で

な
く

て
は
困

る
と

の
こ
と
で
あ

つ
た
。
吾
等

二
人
は
勇

み
立

つ
て
用
意

を
始

め
た
。
會
塲

は
、
私

の
中
學

校
を
借

り
る

こ
と

に
し
た
、
大
體

の
準

備

は
全
く
終

つ
た

の
で
、

そ
し

て
小
林
君
と

二
人

し
て
、

一
日
も
早
く
樂

し
き

二
十

一
日

の
來

れ
か
し
と
待

つ
て
居

た
。
そ

の
内

、
會

員
も
段

々
に

出
來

て
、
申

込
〆
切

日

の
十

日

に
は
四

十
名

に
達

し
た
。
然

る
に
御
承
知

の
通

り
、
十
日

頃
か
ら
關
東

地
方

は
驚

天
動

地
大
洪

水
と
な

つ
て
、
各
方

面

の
交
通
機
關

は
全
く
杜

絶
し
た
と

の
報

を
得

た

の
で
あ
る
、
何
處

も
四

五
日
で
交
通
機
關

が
恢
復

さ
れ

さ
う

も
な

い
。
若

し
福

井
が
延
期

に
な
れ

ば

、

こ

つ
ち
も
順
繰

り

に
延

は
さ
ね

ば
な
ら

ぬ
、

と
云

つ
て
、

こ
ち
ら
は

會
塲

の
都
合
で

も
う

二
十
一

日

よ
り
延
す
譯

に
行
か
な

い
。
困

つ
た
、
弱

つ
た
、

一
體
ど
う

し
た

も

の
だ

ろ
ふ

と
、
小
林
君

と
額

を
突
き
合
せ

て
、

考

へ
て
見

て
も
妙
案

も
浮
ば

ず
、
青
く
な

つ
て
震

つ
て
居
る
と
、
大

下
先

生

か
ら
、
久

し
振

り
に
御

手
紙
到
着

、
飛

び
立

つ
思

ひ
で
披

い
て
見

る
と
、



一
日
位
遲

れ
る
か
も
知
れ
ぬ

が
、
終

り
は
矢

張
り
二

十

七
日

に
切

り
上
げ

る
と

の
こ
と
で
あ

つ
た
、

こ
れ
で
先
づ
解
决

が
着

い
て
、

二
人
始

め
て
愁

眉
を
開

い
た

。
十

九

日

の
夜

に
な

つ
て
、
先

生
か
ら
電
報

を
受

け
取

つ
た

夜

二
時
半
頃
睡

い
眼

を

コ
ス
リ
乍
ら

、
西

に
春

く
殘

月

の
淡

ひ
光

を
便
り

に
獨
り

馬
塲

停

車
場

に
と
向

つ
た
。
ブ

ラ
ツ

ト

ホ
ー

ム
の
上

に
、
懐

し

い

師

の
姿

を
認

め
た
時
、
私

は
犇

と
懐
舊

の
念

に
打
た

れ

て
涙

を
さ

へ
催

し

た
、

三
年
振

り

に
逢

つ
た
我
師
は

、
相
變

ら
ず
暖

い
ほ
ゝ

ゑ
み
を
浮
べ

て
、

出
迎

へ
の
勞

を
謝

せ
ら

れ
た
。

い
よ
い
よ

八
月

二
十

一
日
は
來

た
、
會
員
諸

君
は
續

々
會
場

に
集

ま

つ
て

來

る
、
然

る
に
又
主

催
者

の

マ
ゴ

ツ
ク

こ
と
が
出
來
た

と
云

ふ

の
は
、
今

朝

に
及
ん
で
、
突
然
豫
期

し
な

い
會

員
が

一
時

に
七

八
名
も
殖

へ
た

こ
と

で

あ
る
、
夫
れ
が
爲

め
に
講
話
室

の
机

に
不
足
を

生

じ
た
、
實
習
室

も
頗

る
狭
隘

を
感

じ

て
來

た

、
次

の
日
も

又
次

の
日
も

、
會

員
が
殖
へ

た
、
第

四

日
目

に
は
五
十
七
名

の
多
數

に
達

し
た
。
吾
等
主
催
者

は

こ
の
盛

況

に

言

ふ

べ
か
ら
ざ

る
滿

足
を
感

じ
た

。
終

に
樂

し

い

一
週
間

は
愉

快

に
過
ぎ

て
最
終

の
日
と
な

つ
た
、
日
毎
日
毎

膳

所
町
民

の
注
意

を
牽

い
た
、
長
方

形

の
箱
を
擔

い
で

、
皮

の
着

い
た

三
本
足

の
腰
掛

け
を
持

つ
た
自

然

の
讃

美
者

は
、
今

日
限

り

こ
の
町
か
ら
見

る
こ
と
が
出
來

な

い
―

と
思

へ
ば
、

染

々
と
寂

し

い
想
が
湧

い
て
來

た
さ
り
な

が
ら

こ
の

一
週
間

に
於
け

る
先

生

の
熱

心
な

る
御
指
導

に
は

、
何

時
も
な
が
ら
感
謝

の
外

は
な

か

つ
た
、

次

で
會
員
諸

君
が
吾
等

の
不
行
届

を
も
御

不
平

な
く
、
能

く
圓
滿

な

一
週

間

を
終

る

こ
と
を
得

せ
し

め
ら

れ
た

の
は
深

く
謝
す

る
次
第

で
あ

る
。
私

は
最
終

の
日
陳

列
さ
れ
た
諸
君

の

一
週
間

に
於

け

る
成
績
品

を
見
て
、

フ

ト
第

一
回

の
青
梅

講
習
會

の
時

を
思

い
出
し
た

、
あ

の
時

分

の
成

績

と
比

べ
る
と
、
實

に
雪
壌

の
差
で

あ

る
、
あ

の
時
分

に
は
丸
で
兒

戯

に
類
す

る

も
の

が
あ

つ
た

が
、
今

日

の
は
實

に
ア

マ
チ

ュ
ア
と
思

は
れ
な

い
堂

々
た

る
作

品
ば
か
り

で
あ
る
。

私

は
洋
畫

趣

味

の
甚

し

い
進

歩

に
、
且

つ
驚

き

且

つ
欣

ぶ
と
共

に
、
又

青
梅
時

代
か
ら
今

日

の
進
歩

に
與

つ
て
力

あ

る
先

生

の
前

に
、
多
大

の
敬
意
を
拂

は
ざ

る
を
得

な
か

つ
た
。

こ
の
日
午
后

の

互
別
會

は
空
前

の
盛

況
で
あ

つ
た

、
私
は
不
幸

に
し

て
俄
然
發

病

し
た
爲

め
に
、
列
席

し
得

な

か

つ
た

が
、
そ
れ
で

も
隣
室
で

氷
を
抱
き

な
か
ら
、

こ

の
盛
況
を
聞

い
て
居
た
。
隣

り

に
寝

て
る
私

に
は
よ
く

は
別
ら

ぬ
が
、

そ
れ
で

も
動
物

の
假
音

や
、

口
上
使

ひ
を
聞

い
た
時

に
は
、
歯
を
喰

ひ
し

ば
つ

て
獨

り
笑

つ
て
居

た
、

こ
れ

が

ホ
ン
ト

の
泣

き
笑

い
だ
ら
う

と

ツ
ク

ヅ
ク

思

つ
た
。
餘

興

の
演

ぜ
ら

れ
る
度
毎

、
親

し
げ
な
笑

ひ
聲

や
拍
子

の

音
が
ド

ツ
と
起

る
、
私
は

こ

の
盛

ん
な
状

況
を
耳

に
し
て
、
苦

し

い
中

に

も

言

ふ
ぺ
か
ら
ざ

る
嬉

し
さ
を
感

じ
た
、
そ
し

て
口
の
中
で
幽

か

に
諸

君

の
萬
歳

を
稱
へ

て
居

た
。
か
く

て
思

い
出
多

き
講
習
會

は
終

つ
た

の
で

あ

る
。
(
九

月

十
四

日
)

■
十

月

二
十
三
日

附

に
て
、
差
出

人

の
名
も
所

も
な
く
、
ま
た
消

印

の
差

出
局

名
不
明

の

ハ
ガ
キ
を
出
さ
れ

た
方

は
重
ね

て
姓
名
御

通
知
を
乞
ふ
。


